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クラスの動機づけ構造に及ぼす中学生の

　　　　　違成目標と統制感の影響

筑波大学心理学系　谷島　弘仁

The　inf1uence　of　junior　high　schoo1students

mOtiVatiOna1StruCture　in　a　C1aSSr00m

achievement　goa1and　perceived　contro1on

Hirohito　Yajimaσ伽〃〃θげ1〕sツ6んologツ，ひ〃加θγ8｛妙ヴ丁舳后舳α，丁舳后〃わα305，∫ψα切

　　The　inf1uence　of　junior　high　schoo1students’achievement　goa1and　perceived　contro1on

motivationa1structure　in　a　c1assroom（MSC）was　examined　in　the　present　study．Based　on　Yajima

（1993），new　items　for　a　students’achievement　goa1sca1e　were　prepared．One　hundred　and　fifty

nineth－graders　participated　in　this　research．Factor　ana1ysis　revea1ed　that　the　achievement　goa1

sca1e　was　constructed　by　four　sub－e1ements＝a　task　orientation　sca1e，a　competition　orientation

sca1e，a　support　orientation　sca1e，and　an　effort　orientation　sca1e．The　re1iabi1ity　and　va1idity　of

the　achievement　goa1sca1e　was　examined．The　corre1ationa1ana1ysis　revea1ed　that　each　sca1e　of

MSC，the　achievement　goa1sca1e，and　perceived　contro1sca1e　was　paticura1y　related．

Key　words：motivationa1structure　in　a　c1assroom，achie▽ement　goa1，Perceived　contro1，junior

　　　　　　high　schoo1students

聞題と目的

　学校教育でクラスを動機づけの観点から再構成す

る試みが行われている．個人の中での動機づけはこ

れまでに様々な文脈で研究されてきた．内発的動機

づけが外的報酬により低減させられることや（アン

ダーマイニング現象），個人の原因帰属様式が学業

達成に影響を与えることは，これまでに繰り返し指

摘されてきたことである．しかし，学校場面では教

師は多くの児童や生徒を扱わなければならず，内発

的動機づけのあまり高くない子どもに対しても教師

は教科内容を指導し，学習させていかなければなら

ないのである．外発的な動機づけをどのように内発

的な動機づけに変化させるかについての，より一層

の研究が求められているものと思われる．Ryan＆

Comel（ユ989）は，動機づけがいくつカ、の段階を経て

外発から内発へと変化していくことを実証的に示し

ている．同様な研究は速水（1993），速水・加藤（1994）

によっても行われている．このように，子どもの動

機づけを喚起し，動機づけを発展させるための示唆

が得られているが，クラスを単位として子どもを動

機づけるための積極的なアプローチは必ずしもこれ

までに行われていないように思われる．

　最近の学校心理学の文脈における動機づけ研究で

は，クラスを単位として生徒を動機づけていくため

の概念的枠組みとして，クラスの動機づけの構造化

という観点からのアプローチが新たに行われる。よう

になってきている．すなわち，クラスにおける動機

づけの下位構造を設定し，その下位構造に基づいて

動機づけ方略を採用し，方略によって授業実践を行

うことで生徒を動機づけていくという考え方である

（Ames，ユ987，ユ992；Epstein，1988）．谷島（ユ994a）は，

クラスの動機づけの構造化の概念を生徒の認知面か

ら明らかにすることを試みたところ，クラスの動機

づけの構造化における下位次元として，承認次元，

課題志向次元，参加次元，協調次元の4つの次元を

見いだしている．この4つの次元から構成されるク

ラス構造はクラスの動機づけ構造と名づけられた．
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　ところで，クラスの動機づけ構造の認知が，クラ

スを構成する様々な要因とどのように関連している

のかについての知見は今のところ得られていない．

クラスの動機づけ構造の認知について明らかにする

ためには，今後，クラスに関わる様々な要因との関

連を明らかにしていくことが必要となる．クラスに

関わる要因としては，例えば，一クラスを構成する生

徒や教師の性格特性や人間関係，個人的属性などの

要因が考えられる．これらの要因の中でも，個人の

特性的な要因とクラスの動機づけ構造の関係につい

て検討することは以下のような観点から重要であろ

う．すなわち，クラスを構造として捉え，動機づけ

るためには生徒の個人的な属性について検討するこ

とが必要となる．生徒の動機づけの程度はどれぐら

いか，生徒の学習目的は何か，生徒が所属するクラ

スに対してどの様な帰属をしているかなどである

が，本研究では特に生徒の達成目標と統制感をとり

挙げる．逗成目標は生徒が何を目的として学習する

かということであり，生徒の目標によってクラスを

動機づけるための方略は変わってくるであろう．ま

た，統制感は生徒が環境に対してどの様に白律性を

認知しているかに関係しており，生徒のクラスヘの

関与度とも関わっている．ただし，達成目標を測定

する尺度は，従来，後述するように2つの対立的な

目標を測定する尺度が主として検討されてきた（例

えば，A＾es＆Archer，1988）．しかし，現在では

社会的な要因などを含んだ多面的達成目標が検討さ

れている．本研究では，はば広い観点から達成目標

測定尺度を検討した谷島（1993）の尺度を再検討する

ことも目的とする．その際，これらの測度と，クラ

スの動機づけ構造には，以下のような関係が予想で
きよう．

（1）達成目標との関連

　最近，学校場面における動機づけ概念において，

子どもの学習における達成目標が重要視されてお

り，検討されてきている（Harackiewicz＆E11iot，

ユ993；Maehr，1983；Meece，ユ991：Nicho11s，Patash－

nick．＆No1en，1985）．児童・生徒の目標の認知と教

室における学習過程に対する関心は，これまでのよ

うな目標を動機づけの一つの成分として捉える考え

方ではなく，児童・生徒の行動を決定する重要な要

因として捉えるようになってきている．達成目標は

個人の動機づけ特性要因であり，本人の将来的な学

習の目標に大きく影響される．これに対して，クラ

スの動機づけ構造は，クラスの動機づけを申心とす

る学習環境への認知であるため，両概念の問には，

ある程度の関連が予想されるが，クラスの動機づけ

構造には社会的動機の認知も含まれており，達成目

第19号

標とは若干のずれも認められよう．

（2）一般主観的統制感との関連

　統制感については，これまでに主として統制の所

在という観点から検討されてきている（Rotter，

1966）．ここでは，白分の行為の源泉が自分自身で

あると捉える人を内的統制者といい，源泉が自分以

外にあると捉える人を外的統制者とよぶ．統制感に

ついてはこれまでにも様々な尺度が作成されてきた

が，子ども用の主観的統制感を測定する尺度で，領

域が限定されない一般主観的統制感尺度が開発され

ている（神田，1993）．クラスの動機づけ構造の各下

位構造との関連については，学習に対して自ら動機

づけられている生徒は，自分の努力によって外界に

働きかけ，環境を変化させることができるという信

念を持っているものと思われる．そのため，課題志

向構造や参加構造などの内発的な下位構造と一般主

観的統制憾との正の関係が予想される．一方，承認

構造や協調構造などの社会的な志向性の強い下位構

造においては，一般主観的統制感との関連は弱いの

ではないかと予想される．なぜならば，学習への動

機づけにおいて他者や環境を志向している生徒は，

決定感の源泉が白分の内部ではなく，友だちや教師

などの他者に依存している割合が強いことが予想さ

れるためである、

方法

調査対象　茨城県内のユつの私立中学校3年生4ク

ラス150名（男子94名，女子56名）が調査対象となっ

た．

調査内容

　（1）クラスの動機づけ構造測定尺度谷島
（1994a）によって作成されたクラスの動機づけ構造

測定尺度27項目を使用した．本測度は，承認次元，

課題志向次元，参加次元，協調次元の4つの下位次

元から構成されており，クラスにおける承認次元は

10項目（項目例「勉強がよくできれば，先生から認
められることカミできます．」，「テストでよい点数を

とれば，クラスのみんなから認められると思いま

す．」），クラスにおける課題志向次元は6項目（項目

例「自分から進んで勉強したいと思います．」，「で

きるだけたくさんのことを勉強したいと思いま
す．」），クラスにおける参加次元は7項目（項目例「ク

ラブ活動に積極的に参加したいと思います．」，「ク

ラス会や遠足には，積極的に参加したいと思いま

す．」），クラスにおける協調次元は4項目（項目例「友

だちに親切にする人がクラスのみんなから認められ

ると思います．」，「このクラスでうまくやっていく
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にはどうすればよいか，とても気になります．」）で

あつた．

　各次元の内容は，以下のとおりである．

　①クラスの承認次元1友だちおよび教師からの承

認を求める傾向，②クラスの課題志向次元：学習お

よび課題の内発的価値を追求する傾向，③クラスの

協調次元：クラスに調和していこうとする傾向，④

クラスの参加次元：学業や行事に積極的にとりくも

うとする傾向．各次元における項目得点の合計得点

が高いほど，生徒はその次元の認知が高いものと考

えられる．

　（2）達成目標測定尺度　谷島（1993）によって作成

された達成目標尺度23項目を使用した．本尺度は課

題志向，自己志向，協同志向，競争志向の4つの下

位次元から構成されている．谷島（1993）によれば，

尺度項目は小学校児童を対象に作成されたものであ

るため，項目の意味を損なわない範囲で表現を中学

生向けに改めた項目を使用した．

　（3）統制感測定尺度　神田（1993）によって作成さ

れた子ども用一般主観的統制感尺度26項目を使用し

た．本尺度は神田によれば子ども用と名づけられて

いるが，実際には小学校児童と中学生の両者を対象

として尺度作成されているため，26項目をそのまま

の形で使用した．

手続き　調査の実施は，1995年2月中旬～3月初旬，

担任教師の立ちあいのもとに，各クラスごとに集団

で行われた．回答形式は「とてもよくあてはまる」

から「全然あてはまらない」までの5件法であった．

結果と考察

1．項目分析結果

　達成目標尺度は，谷島（ユ993）によって作成された

23項目から構成される尺度を項目の意味を損なわな

い範囲で表現を中学生向けに改めた項目を使用し

た．本尺度は，従来小学生を対象として作成されて

おり，また，因子構造を確認したところ，仮定され

た4つの因子ではなく2因子が抽出された（谷島，

1994b）ことなど，改良を要すべき点が見うけられ

た．そのため，改定した項目に対して本研究におい

て新たに因子分析により尺度構成を行った．初期解

を主因子法で求めたところ，回転前の固有値は，第

1因子が4．62，第2因子が2，35，第3因子が1．85，

第4因子がL48であり，固有値が1以上の因子は4

つ得られた、これらの因子に対してバリマックス回

転を行った．ユつの因子のみに．30以上の負荷を持

つ項目だけを選択したところ，16項目が得られた．

項目内容，項目平均値，標準偏差がTab1e1に示さ

れている．各項目の因子負荷量と項目内容を検討し

た結果，谷島（ユ994b）と異なり，4つの因子が得ら

れた．これら4つの因子で35．O％の累積寄与率が得

られている．項目内容から，因子名をつぎのように

命名した．まず，第1因子は，勉強する対象への興

味や白発的に勉強する項目から構成されているた

め，内発的志向と命名した．つぎに，第2因子は，

他者に勝つことを目的とした項目から構成されてい

るため，競争志向と命名した．また，第3因子は，

他者に教えたり，他者とともに勉強していこうとす

る項目から構成されているため，援助志向と命名し

た．さらに，第4因子は，自分のできないところを

できるようにするための項目から構成されており，

努力志向と命名した．このうち，援助志向は，問題

の解けない他者に解きかたを教えることにより，自

分も理解を促進しようとする積極的な傾向であるも

のと考えられる．ここで命名された因子名は谷島

（1993）によって概念的に設定された下位尺度名と異

なっている．ただし，各尺度の信頼性をα係数を用

いて検討したところ，いずれの因子もα係数が、60

台であり，項目数にもばらつきが見られるなど，項

目のより一層の改良が必要とされる．つぎに，一般

主観的統制感尺度について，項目一全体相関および

α係数を検討した結果，26項目をそのまま使用した

（α・．74）．各尺度とも，各尺度項目の総得点を項目

数で除した値を下位次元得点とした．そのため，各

尺度得点ともに，可能な得点範囲は1点～5点であ

る．各下位尺度の平均値，標準偏差，α係数および

尺度間相関がTab1e2に示されている．達成目標の

下位尺度の間の相関について検討すると，内発的志

向と競争志向に有意な相関は認められなかった．内

発的志向と援助志向，努力志向には1％水準で有意

な相関が認められた．競争志向と援助志向に有意な

相関は認められず，両者は独立していることが明ら

かになった．競争志向と努力志向にユ％水準で有意

な相関が認められた．援助志向と努力志向に有意な

相関は認められなかった．達成目標の下位次元と一

般主観的統制感に有意な相関が認められた．この結

果から，達成目標尺度の妥当性が示されたものと思

われる．

2．クラスの動機づけ構造と達成目標および一
　　般主観的統制感の関連

　達成目標の4つの因子および一般主観的統制感

と，クラスの動機づけ構造の下位次元との相関が

Tab1e3に示されている．

　まず，クラスの動機づけ構造と達成目標の関連に

ついて検討する．比較的高い相関値であると思われ



l 58 ^+ ~~FL ~~~ )~ "~~~~~ 'L' ~~i ~~"~~~ ~~ t7~5ii~ ~f~ 19 ~~ 

Table 1 ~~~~~~i~ ~ ~-･--~~~~n~l f~:~~~~)T~f ~ f i-･~ 

*,L~, ~, , 
t.**r~*~~~~~ji~~~~~ J~ ~J~~II~')7*~~,~".~~{; 

~]f 
T_~~~J~~ 

I IV h 2 M SD 
1
1
 

l
r
r
 

~~F~l~(7)2~~)F*1;I~~~T~~~f~~ bl~, 4~J~~~~~~-v*1~~~7~v*~,~1*~v*~~r. 

~:,~+~~ I~~l4.~~r~~f~~ < IC ~ , ~lP~~:++'.J-(:) /tr*1;~~*.F*~f~~ ~f~~v*C~~t,_-v> ~.~1*~,v> ~~r. 

~~A~S:~"~'tf~~~>o/tF~~~~:I[,~, ~ ~ -i~~~~j~Lf,_-v*~.~~I~,v*~~. 

~~)~a)~i~'~S 2~~f~tL~l:, ~/7~¥~~~f*,-･~}[ Lf,_-.~:.~~~~~~t~) ~ ~ I[, ~~~Ul~~ f,_-v*~,~:1*.v*~~. 

I~IF~(7)~)~)r*~~~~i~~ ~ ~l)::~J ~~fJ~< ~)ii~)/U~ 1) f ~ ~Elv*~~r. R 

. 68 

. 59 

. 51 

. 44 

. 31 

- . 15 - . 28 

- . 12 . 08 

. Z5 . 22 

. 16 . 18 

- . 06 . IZ 

. 13 

. 10 

. Il 

. OO 

. 13 

. 42 

. 41 

. 4Z 

. 35 

. 26 

3 . 57 

3 . 77 

3 . 25 

3 . 33 

3 . 46 

O . 99 

O . 88 

O . 92 

l . OO 

l . 17 

~~l~~f~i~v>J;~f.r*~;~~~~~:~~< ~~~~, ~lS~~l~;k~t~lf ~B3v*~t .OI .75 .04 .03 .43 3 40 1 22 

~~)~~c~~C~J;~~~, ~~~~~-~;~~~:"~I"~,L･~+~~~/tv*~.~~:*,v*~t. 05 .60 -.09 .25 .51 2 89 1 02 
(~)~~~i~~<f*~~~:~:fi~-~J~J;~l:~~~~~~~, ~~;pJ~~~l~~:~~f~~.~i*.v*~t. 09 .50 -.lZ 02 36 2 69 1 Il 

~~~~ ~~~･~F*~T~~~~~ ~~~ ･Cv*f ~~,~ ,~~~ L<~~l*.~~~~~~5~~t. .lO .38 .03 .25 .30 2 96 1 20 

~'77*~~~~~;~p*~~~:~:~~7~~i~~~~~}Jf~~v*H~, ~~7~j~l:~k;~IC~),f~*;~Le~L~Ht~L,. R .08 -.18 61 02 43 3 16 1 10 

~~~t.･v*~~;~~:;~/Uf~~~~~:~~;~2~)･~~~~~~~~l~t~c~~~, ~l~~~~l~~~t~lf ~~Elv*~~ .21 .19 .58 -.02 49 3 56 1 07 

~~Lv>r"*j~~:~~~, ~7~:t3~~~;~~)v*f~~~~~ifJ~~f._"v*~.*~~1,v*~t* 02 .44 3.31 1.01 . 24 . 17 . 49 . 

v*< ~~i~tLC~, ~~~f~~v*)~}~~(~~'f'~~~･C~~~~~lC~)}f~ ~ ~,~.~1*.v*~H~/~. R .03 .OO .43 .09 .29 3.75 1.00 

v*< ~~~l)~~~iiJ"~v*Cv*C~, ~i~,~'*~~*'*e~lr~i.~~r~~f+'v*f*1*"~l~f9~.<~;~~L~~t~U. R .21 -.10 39 -.OI .36 3 61 1 09 

~';:1*V)~~ ~ f~~V* ~ ~~ ;5 ~~~~ ~ ~ J; ~ ,~~~~ a)~~, 

~~AU~~~f~~ O~ F*1;~i~~~ ~~;~~ 1, I t~~~~Le~, 

~l'*,~,1~i~,I~t~J7~: ~ .*~I.V* ~ t. 

~177¥1: ~ o IC ~ ~L LV*t ~ 7~:~.~~l.V*~t. 

~~: l~ ~r J~,-

J~:}i( ) ~rF9~:~r -~~i~- % 

R I~;~:~~~1_~ ~ ~f~~t. 

~j~) I Oa)~J~fa);~IC.30~~J~a)~:~*~T~;7T~7T;~.~J_"~~ q)~~~~~~~･'~~~f; Lf._'･. ~l~~I~1~l~, 

. 17 

. 26 

2 . 55 

11 . 59 

7 r~~ ~ [i~~~~^v>1C~~ ~) a)1~, 

. Z5 

. 19 

2. 

9. 

12 

63 

1
 

7
 

. 03 

, 08 

. 72 

. 81 

J
 1 . 34 

6 . 09 

. 46 

. 46 

3 . 86 

4 . 47 

~J{F1~~~~+~T'"'~='~~*** ~) 2 ~~D ~ ~"~~~_ ~ l~ 

o. 

O. 

93 

82 

_:~1J~ L fd~> V~o 

Tf)L'~*)~:~;~ 

l. ~l~:~E~A~~~r~l 

4. ~~~)Jd~n~l 
' *. 

5 . ~,~*~~U~i~L* 

* p< .05 

Table 2 

M 

;~f~ ~ ~.+~ f~:~~~3 J; O~,f,+.~L~ljT~j~1,~, f~:~~(?)~F~~f~~~:, 

S. D. a 

3 . 48 O . 62 O . 63 

2 . 99 O . 67 O . 81 

3 . 48 O . 64 O . 67 

4 . 1 7 O . 69 O . 77 

3 . 1 7 O . 79 O . 44 

** p< .O1 

2
 

o . 08 

3
 

O. 28* * 

-O . 1 4 

~･+~I~~*?~~(~ji'~"~~, 

4
 

~~r~1frt~~: 

O, 33~ * 

0.36* * 

O, 12 

5
 

O. 33* * 

0.19* 
O. 50* * 

O. 28* * 

Table 3 ~ ~;~~)~~~~*~eJ~~-･~~~~~~~~･+~~~ J~ C~ ~*EE~~~~e,f,',**~1j~~~)~~r~ 

~
 

~~ 
;~ ~ J 

a)~~. 

,* ~~~~ 
f~* 

Tf ,-*~'･~~~t 

;
~
 R* 

7~;~--..-',,.)~~5t 

~~~~:~~~n~J)~~5t 

~~~--~D'-~~ jt 

f,,"~ --･="==~ )~~5t 

F~J;~5~~~~B~~~~n~J 

. 1 3 

. 52* * 

. 31 * * 

. 23 ~ * 

~~;~;~~,1~･r~ilQ ~~ T ~d~ I y J 

.49* * 

. 38 * * 

. 28 * * 

. 20* * 

t;~~~t~J 
'*, 

. 03 

. 27 * * 

.44* * 

. 05 

~~)~~~~J 

. 36 * * 

. 54* * 

. 36 * * 

. 35 * * 

'~,<,)~;L~Ii ~~ 

.z6* * 

. 54* * 

. 54 * * 

, 14* * 

** p< .Ol 



谷島弘仁：クラスの動機づけ構造に及ぼす中学生の達成目標と統制感の影響 159

る．40以上の数値を示したものについて見ると，達

成目標の内発的志向とクラスの動機づけ構造の課題

志向次元の間に．52という高い相関が認められた．

また，達成目標の競争志向とクラスの動機づけ構造

の承認次元に．49の相関が認められ，達成目標の援

助志向とクラスの動機づけ構造の参加次元に．44の

相関が認められた．さらに，達成目標の努力志向と

クラスの動機づけ構造の課題志向次元に．54の相関

が認められた．クラスの動機づけ構造の課題志向次

元はクラス内で学習および課題の内発的価値を追求

する傾向と定義されており，達成目標の内発的志向

は勉強する対象への興味や白発的に勉強する項目か

ら構成され，努力志向は自分のできないところをで

きるようにするための項目から構成されているた

め，これらは類似した概念であり高い相関が得られ

たものと考えられる．ただし，クラスの動機づけ構

造は環境としての動機づけであり，達成目標は個人

の動機づけの機能としての目標であるという点で，

この2つの動機づけの在りかたは異なっている．ま

た，クラスの動機づけ構造の承認次元と達成目標の

競争志向の関係であるが，クラスにおいて承認を求

める動機は学習内容よりむしろ外的報酬を追求する

ものであり，これは達成目標の競争志向にも認めら

れる側面である．ところで，達成目標の援助志向は，

問題の解けない他者に解きかたを教えることによ

り，自分も理解を促進しようとする積極的な傾向で

ある．そのため，クラスの動機づけ構造の参加次元

と達成目標の援助志向との関係は，他者との関係を

積極的に保つ中で動機づけも高められるという動機

づけの他者関係性の側面を示しているものと考えら

れる．Wentze1（ユ99ユ）は，達成場面での目標は学習

的目標と社会的目標とが相補的に働くと述べてい

る．これまでは個人としての動機づけが多くとり挙

げられているが，クラス場面で動機づけを考える場

合，社会的な動機を考慮に入れる必要があることを

本研究の結果は示している．達成目標は，学習の理

由的側面であると考えられる．すなわち，これから

学習するのはなぜか，その学習が白分にとってどの

ような意味を持つのかなどが学習の理由であり，動

機づけの喚起の機能に相当するであろう．このよう

に，個人の達成目標が高い生徒ほどクラスの動機づ

け構造の認知においても強く動機づけられているこ

とが本研究の相関結果から示唆された点である．

　つぎに，クラスの動機づけ構造と一般主観的統制

感の関係について考察する．一般主観的統制感とク

ラスの動機づけ構造の課題志向および参加の次元の

間に高い相関係数が認められた．一般主観的統制感

が高いほどクラスの動機づけ構造の内発的側面であ

る課題志向や参加への動機づけが高いことが考えら

れる．そのため，結果はこのような予想を支持する

ものであった．ただし，本研究で使用した一般主観

的統制感尺度は生徒個人の統制感の強さの程度を表

しており，よりクラスに関係の深い統制のスタイル

との関連性について検討するならば，例えば，

Intema1－Externa1尺度のように統制感の内在性や

外在性のような側面との相関を検討することが必要

になるだろう．

　本研究では，クラスの動機づけ構造と達成目標お

よび一般主観的統制感の関係について検討した．達

成目標と一般主観的統制感の両者とも生徒個人の動

機づけの側面であり，おおむね予測と符合する相尉

結果が得られた．今後は，原因帰属や学習動機など，

より限定された場面での個人の動機とクラスの動機

づけ構造の関連について検討することが必要になる

ものと思われる．
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